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新年のごあいさつ

黒　澤　利　宏

　新年あけましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　また、当協会の事業活動につきましては、日ごろから会員の皆様はじめ、県等の行政機関や関

係団体各位の格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　当協会会員はコンプライアンス遵守を最重視し、安全で安心のできる適正処理を行い、排出事

業者からの理解と信頼の構築に努めているほか、協会としても安心して処理を任される業界であ

るように取り組みを進めております。

　協会の主な事業としては、「やまがた環境展2017」へブース出展し当協会をＰＲしたほか、産

業廃棄物啓発支援事業及び不法投棄防止活動を実施するとともに、法の適正な運用に対処するた

め「産業廃棄物処理実務者研修会」及び「産業廃棄物排出事業者研修会」を開催いたしました。

　更に、支部活動及び青年部会活動も積極的に展開されて交流を深めており、協会全体の盛り上

がりを感じる１年でもありました。

　特に、青年部会は来年度20周年を迎え、より一層の活躍が期待されるところであります。

　また、産業廃棄物処理業における労働災害が多いことから、安全衛生を推進するため当協会が

策定した「平成29年度労働災害防止計画」に基づき、労働災害防止に向けての研修会を開催した

ほか、支部においても同様に研修会などを開催するなど、積極的に取り組んでまいりました。

　新たに「平成30年度労働災害防止計画」を策定し、労働災害の減少に向けた取り組みを図って

まいります。

　協会としては引き続き、産業廃棄物の適正な処理及び再生利用等を推進することにより生活環

境の保全と公衆衛生の向上を図り、県民の健康で快適な生活の確保に寄与してまいる次第であり

ます。

　最後になりますが、会員の皆様のご発展、ご多幸を祈念するとともに、関係各位の変わらぬご

指導・ご鞭撻をお願い申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
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新年のごあいさつ

吉　村　美栄子
吉　村　美栄子山形県知事

　新年あけましておめでとうございます。平成30年の新春にあたり、ひとことごあいさつ申し上

げます。

　一般社団法人山形県産業廃棄物協会並びに会員の皆様におかれましては、健やかに新しい年を

お迎えのことと、心からお喜び申し上げます。また、日ごろから、ごみゼロやまがたの推進や産

業廃棄物の適正処理による環境負荷の低減、不法投棄の未然防止対策の推進など、本県の循環型

社会の形成に格別の御理解、御協力を賜り、深く感謝申し上げます。

　さて、山形県では、平成30年度の県政運営の基本的な考え方として、本県の将来ビジョンであ

る「自然と文明が調和した新理想郷山形」の実現に向け、「県民総活躍」、「産業イノベーション」、

「若者の希望実現」、「健康安心社会」、「県土強靭化」を県政運営の基盤として、短期アクション

プランを着実に推進し、“やまがた創生”の展開を強化することとしております。

　一方、循環型社会の形成につきましては、山形の緑あふれる自然を将来の世代へしっかり引き

継いでいくため、平成28年３月に中間見直しを行った「第２次山形県循環型社会形成推進計画（ご

みゼロやまがた推進プラン）」により、引続き計画の基本目標である「全国一ごみの少ない県」

を目指してまいります。また、循環型社会の構築に向けたごみを出さないライフスタイルやゼロ

エミッション型の産業活動の拡大、不法投棄防止対策の推進や排出事業者・廃棄物処理業者にお

ける適正処理の確保のほか、海岸漂着物の削減対策として県全域を対象とした発生抑制対策や環

境教育の充実などに取り組んでいくこととしておりますので、貴協会のさらなる御理解と御協力

を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、一般社団法人山形県産業廃棄物協会の益々の御発展と会員の皆様の御健勝を祈念申し

上げ、新年の御挨拶といたします。
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平成30年年頭所感

石　井　邦　夫

　一般社団法人山形県産業廃棄物協会の皆様、明けましておめでとうございます。旧年中は、当

連合会の諸事業に皆様の多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　昨年は、廃棄物処理法の５年ごとの点検・見直しが行われ、６月に改正法が成立した年であり

ました。この法改正の動きに合わせて当連合会は、産業廃棄物処理業の振興と規制の合理化の観

点で、平成27年度の約１年間をかけて同法とその運用等について議論を重ね、この成果を意見書

の形に取りまとめ、一昨年３月末に環境省へ提出しました。その後、中央環境審議会に設置され

た廃棄物処理制度専門委員会に委員を派遣するなど、業界要望の実現に向けて関係方面へ働きか

けてきたところです。

　当連合会の要望事項の多くは、法律の運用面や地方公共団体による規制に対して見直しを求め

るものであり、その意味では、むしろこれからが本番と言っても過言ではありません。いくつか

取り上げますと、法律の運用面では、例えば、市町村において適正処理が困難とされる一般廃棄

物の廃農薬・廃薬品類等や残置物の対策があります。地方公共団体による規制の見直しについて

は、都道府県や排出事業者、処理業者等の関係者が意見交換を行う場の設定を環境省に求めてい

ます。一方、法律の本体につきましても、欠格要件の見直しを議論するための専門家による検討

会の設置を提案しています。その他、優良認定制度や再生利用指定制度の拡充等の多くの課題が

ございます。

　これらの要望事項は、中央環境審議会が昨年２月に環境大臣に提出した意見具申において、今

後の廃棄物処理制度の見直しの課題として取り上げられています。当連合会は、実効性のある意

見具申の内容の実施を求めて参ります。

　この廃棄物処理法の改正と並行する形で、本業界の振興策を検討するためのタスクフォースを

設置し、約３年間にわたり振興法等の立法化を目指して議論を進めてきました。この成果として、

昨年11月に「資源循環を促進するための産業廃棄物処理産業の振興に関する法律案（仮称）大綱」

を取りまとめ公表しました。当連合会は、廃棄物処理法制定50周年の節目に当たる2020年の法制

化を目指す所存でございます。

　また、人材育成も大きな課題です。当連合会では初の検定試験となる「廃棄物処理検定（廃棄

物処理法基礎）」を、本年２月に全国５会場で開催します。この他、従業員の能力開発等の人材

育成方策、さらには資格制度の創設等についても引き続き検討していきます。

　さらに、労働安全衛生の向上を目的とした当連合会の3ヵ年計画や2030年度低炭素目標の達成

に向けた実行計画の着実な実施など、「環境を守り、産業を支える」資源循環の産業として多様

な課題に取り組み、本業界が国民の皆様の一層のご理解と信頼を得ることができますよう、なお

一層努めて参る所存でございます。皆様のご指導・ご鞭撻を頂戴できれば幸に存じます。

　最後になりますが、この１年が皆様にとりまして、すばらしい年でありますようお祈り致しま

して、新年のご挨拶とさせていただきます。

石　井　邦　夫
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　昨年、10月28日及び29日の二日間、山形国際交流プラザを会場として、やまがた環境展2017実
行委員会主催による「やまがた環境展2017」を開催いたしました。

　この環境展は、「“もったいない”から始めよう！未来のためのC
ク ー ル

OOL C
チ ョ イ ス

HOICE」をサブテー

マに、環境問題に取り組む事業者や団体、行政等が、環境に配慮した製品や環境技術の展示及び

情報発信を行い、地球温暖化対策や自然との共生、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）

に関する学び・啓発の場を提供することで、参加者一人ひとりが自らのライフスタイルを見直す

契機としてもらうこと、また、再生可能エネルギー等に関する理解を深め、循環型社会及び低炭

素社会の形成に向けた取組みを推進することを目的に開催しております。会場では関係団体によ

る協賛事業が多数開催され、二日間で１万７千人を超える方にお越しいただきました。

　当日は、山形県や一般社団法人山形県産業廃棄物協会などの主催団体をはじめ、県内外から46
の企業と団体が出展し、家庭でできる省エネ、森林保全活動、再生可能エネルギー設備、リサイ

クル製品など、工夫を凝らした展示や実演、親子で楽しめる体験型企画を用意し来場者を迎えま

した。

　さらに、国際派漫才コンビ「パックンマックン」のトークショーやリサイクル自転車の抽選会、

環境に関する表彰などのステージを使った様々な主催・協賛事業もあり、御来場の方々には展示

や講演、体験などを通じて、楽しみながら環境に対する理解を深めていただくとともに、ライフ

スタイルを見直す契機になったものと思っております。

　このイベントは、平成15年度の「環境産業まつり」に始まり、今回で15回目の開催となりまし

た。内容も、自然環境分野などを含め幅広い分野について情報を発信する総合的なイベントへと

変化しております。今後とも、内容を充実させながら環境保全に関する啓発活動を展開してまい

りたいと考えておりますので、皆様方の変わらぬ御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。

　最後に、「やまがた環境展2017」の開催に御協力いただいた関係者の皆様に心からお礼申し上

げます。

山形県環境エネルギー部循環型社会推進課長　菅原　靖男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（やまがた環境展2017実行委員事務局長）

「やまがた環境展2017」の開催報告

で き ご と
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　11月13日（月）、山形市のヒルズサンピア山形において、「産業廃棄物排出事業者研修会」が開

催されました。

　産業廃棄物の適正処理には、排出事業者の産業廃棄物に対する正しい認識が必要不可欠である

ことから、当協会が県に依頼し開催しているもので、今年度で３回目の開催となりました。

　今回の研修会は、県内の多量排出事業者、製造業者（従業員数80名以上）を対象に案内をしま

したが、当初の予定を大幅に上回る161社191名に参加いただき、（１）廃棄物の適正処理につい

て　（２）廃棄物処理法の改正等について 研修を行いました。

産業廃棄物排出事業者研修会の開催について

県環境エネルギ―部循環型社会推進課
課長補佐（廃棄物対策担当）　前田　学　氏

県環境エネルギー部循環型社会推進課
主査　小野　学　氏

会場の様子
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（公社）全国産業廃棄物連合会、（公財）日本産業廃棄物処理振興センター、（公財）産業廃棄

物処理事業振興財団の主催による「第16回産業廃棄物と環境を考える全国大会」が、平成29年

11月17日（金）に高知市「三翠園」で約550名が参加し開催されました。

　今回の全国大会は「産業廃棄物処理業の振興方策」を大きなテーマに掲げ、開催されました。

　当協会から黒澤会長、鈴木常務理事、鈴木隆理事が参加しました。

　大会主催者三団体を代表して、（公社）全国産業廃棄物連合会　石井会長から主催者挨拶が

あり、成田環境省環境再生・資源循環局廃棄物規制課長、岩城高知県副知事より来賓祝辞があ

りました。

　環境大臣表彰式典では、産業廃棄物関係事業功労者として24名の方が環境大臣表彰を受賞さ

れました。

　次に、基調講演は「産業廃棄物処理業の振興方策について」をテーマに、慶應義塾大学経済

学部教授の細田衛士氏の講演がありました。

　引き続き労働安全衛生セッションが行われ、①労働安全衛生標語表彰式では、安全衛生委員

長賞１名、優秀賞２名が表彰されました。

　なお、「ヒヤリで済んだあの教訓　心に刻んで安全作業」が安全衛生委員長賞に選ばれました。

②講演・事例発表会では、「産業廃棄物処理業における労働災害防止対策について」と題して、

高知労働局労働基準部健康安全課長の島本和明氏が講演を行い、「労働災害防止の取り組み事

例」について、田村慎治氏（田中石灰工業株式会社環境開発事業部第一事業部執行役員部長）

より事例発表があり、長谷川滋氏（公益社団法人全国産業廃棄物連合会安全衛生委員会委員）

がコーディネーターを努められました。

第１６回産業廃棄物と環境を考える全国大会が開催される
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総 合 支 庁 だ よ り

　みなさん、こんにちは。僕「ごみゼロくん」だゼロ。

　今回は、僕が村山総合支庁の取組みについて

　紹介するゼロ！

◎なくそう不法投棄！　　みんなできれいに！　

　10月26日に山形市新山地内、10月27日に山辺町簗沢地内で、住民・事業者・行政が一体となっ

て原状回復事業が行われたゼロ。

　両場所は、以前から懸案となっていた傾斜地なんだけど、産業廃棄物協会はじめ地元の皆さん

の御協力を得て、今回事故も無く原状回復することができたゼロ。

　これからも、みんなで不法投棄ゼロを目指し頑張ろうゼロ！

◎ごみゼロくんのつぶやき　（やまがた環境展2017　H29.10.28～ 29）

　今日は、山形ビッグウイングでやっている「やまがた環境展2017」に来ているゼロ。

　３Ｒに興味のある人たちが大勢来てくれて、僕は今日も人気者だゼロ。子どもたちに、もみく

ちゃにされ、ちょっと太めの僕は大変だったゼロ。あと、僕は周りがよく見えないので、子ども

たちの不意打ちがこわいゼロ。

　あっ、いけないゼロ。子どもの夢は壊しちゃいけないゼロ。

　これからも僕はどこにでも行くゼロ！みんな、ぜひ呼んでね！

（村山総合支庁環境課　023－621－8422）

村山総合支庁
環境課 村山総合支庁　環境課からのお知らせ

＜山形市新山地内＞ ＜山辺町簗沢地内＞

ごみゼロやまがた県民運動キャラクター
「ごみゼロくん」
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－克雪だけでなく、利雪・親雪でがんばりましょう－
◎佐藤至環境課長！ありがとうございました！

　最上総合支庁環境課長を二年間務められた（務められている・・・）佐藤至課長が今年度で定

年を迎えられます。昭和56年の入庁から37年間、本当にお疲れ様でした。

　「一番の思い出は？」とお伺いしたところ、「今の仕事に取組んでいるんだ。それどころじゃな

い！」と一喝されました・・・。

　何事にも全力投球の至さんらしい言葉、ありがとうございます！　  　

　さて、しんみりした気分はここまでとして、

◎一般社団法人山形県産業廃棄物協会最上支部様より、不法投棄防止啓発のぼりを寄贈いただきました。

　平成29年９月26日、最上総合支庁会議室で行われた「平成29年度行政懇談会」の際、支部長　

斎藤実様から新庄最上地区不法投棄防止対策協議会に、啓発のぼり40本の寄贈を受けました。さっ

そく、国道47号線や県道駐車帯のポイ捨て常習箇所に設置しました。

　今後も大いに活用させていただきます。ありがとうございました。

◎最後に、地域の郷土料理をご紹介します。

「ようのじんぎり」

　「よう」とは鮭のことで、川に上がってきた鮭を塩漬けした後、水洗いし、１ケ月半から２ケ

月ほど寒風に干したもので、塩引き鮭と鮭とばの間ぐらいのものです。鮭川村では保存食として

昔から親しまれてきました。インターネットで「ようのじんぎり」で検索してください。

ー雪深い最上総合支庁からのおしらせー最上総合支庁
環境課
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【秋季不法投棄合同パトロール出発式と啓発コンクール表彰式を行いました！】
　置賜総合支庁では、10月の不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間の始まりに、秋季不法投棄

合同パトロール出発式を行っています。今年度も置賜地区不法投棄防止対策協議会会員にのぼり

旗等を手渡した後、商業施設にて不法投棄防止の啓発活動を行いました。

　また、出発式に併せ、「廃棄物適正処理・3Rの普及啓発ポスター及び川柳コンクール」の表彰

式を行いました。受賞者に賞状と副賞を授与し、記念撮影を行いました。受賞作品は不法投棄防

止のための看板やのぼり旗等に活用します。受賞者のみなさんおめでとうございます！

【産業廃棄物運搬車両一斉検問を行いました！】
　山形県、警察署、消防署が連携して、11月２日に国道13号南陽市椚塚駐車帯で産業廃棄物収集

運搬車両等の一斉検問を行いました。検問時は廃棄物処理法に違反する車両はありませんでした

が、環境課による日々のパトロールでは車両表示がない車両を見かけ、指導することがあります。

委託を受けて産業廃棄物を運搬する場合は、車両両側面への表示（右下図）、産業廃棄物収集運

搬業許可証の写しやマニフェストの備付けが必要となります。全ての車両に表示や備付けが十分

か今一度確認しておきましょう！

　一斉検問は毎年県内各地で実施しておりますので、検問に立ち会った際はご理解・ご協力をお

願いします。

置賜総合支庁
環境課 置賜総合支庁　環境課からのお知らせ
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【使用済みの瓦を資源に！】
　庄内地域は瓦屋根の住宅が多く、住宅の建て替えや解体により使用済み瓦が発生します。山形

県内では年間約17,000ｔの使用済み瓦が発生しますが、そのほとんどが庄内地域で発生し、多く

が埋立地にごみとして処分されています。これらを資源として活用していくため、８月31日に庄

内町の響ホールで瓦リサイクルシンポジウムを、約100名の参加のもと開催しました。

　名古屋工業大学の上原匠准教授や、（一社）瓦チップ研究

会の亀井則幸代表理事から講演をいただき、瓦を砕いたも

のには細かい空洞がたくさんあり水を吸収する特徴などが

あること、瓦リサイクル事業を成功させるためには品質管

理や利用用途の開発が重要であることなどを学びました。

　主な瓦リサイクル品の利用用途としては、「舗装材」（効

果：水たまりができにくい、“打ち水効果”で温度上昇を

緩和する）や、水を流すための「疎水材」（効果：砂利と

比べて沈下が少ない）などがあります。こんなに素晴らし

い効果が期待できるので、庄内総合支庁では早速、玄関前に瓦の吹付塗装工事を実施しました。
　県では、全ての瓦がリサイクルされる庄内地域を目指して、これからも色々な取組みを行って

まいります。皆さまにはぜひ瓦リサイクル製品を使っていただきますようご協力をお願いいたし

ます。

【担当Ｋのつぶやき】
＜お知らせ＞
　好評をいただいている「担当Ｋのつぶやき」の執筆者が、ベテランＫからルーキーＫに変わり

ます。今後ともお楽しみに！

＜ルーキーＫの休日＞
　先日、職場のボウリング大会に参加してきました。個人戦では、２ゲーム目のスコアが、１ゲー

ム目のスコアの２倍になるという急成長をしました！　と言っても、１ゲーム目：56点　２ゲー

ム目：114点　だったわけですが^^;　結果はかわいらしいスコアでしたが、楽しく汗を流して、

いいリフレッシュになりました！

＜ベテランＫのつぶやき（最終回）＞
　先日、幼稚園の保育者会行事で、協会会員のある企業さんのご厚意で、「コンクリートで手形

をつくろう！」というイベントが開催されました。

　子供たちは手形を取った生コンに貝殻やビーズを飾り満面の笑顔でした。企業側は認知度アッ

プ、将来の人材確保、子供や親は普段はできない貴重な体験とみんながうれしくなれた１日でし

た。対応してくださった職員の皆様、ありがとうございました。

　今年は念願かなって町内会の釣り大会に参加できました。小あじ、石鯛、小鯛、ベラなど約

200匹を釣り、結果は堂々の２位。公民館で釣った魚を並べながら庄内風芋煮を酒の肴にして釣

り談義に花が咲きました。

庄内総合支庁
環境課 庄内総合支庁　環境課からのお知らせ

庄内総合支庁玄関前の瓦リサイクル品
吹付舗装
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　置賜総合支庁では、廃棄物の適正処理や３Ｒ（リユース・リデュース・リサイクル）について

理解と関心を深めることを目的に、置賜地域の小中学生を対象として「廃棄物適正処理・３Ｒの

普及啓発ポスター及び川柳コンクール」を開催しました。

　ポスターコンクールは８年目、川柳コンクールは３年目の実施になります。今年度は、ポスター

部門について小学生60作品、中学生133作品、川柳部門について小学生125作品、中学生38作品の

応募があり、合計356点の応募となりました。

　米沢市芸術文化協会の佐藤会長や一般社団法人山形県産業廃棄物協会の山﨑置賜支部長、山形

大学大学院理工学研究科の黒田教授ほか２名の審査員により、オリジナル性、表現力などを総合

的に審査し、受賞作品を決定いたしました。最優秀賞・優秀賞受賞者には、10月２日に秋季不法

投棄合同パトロール出発式と併せて表彰式を行い、賞状と副賞を授与しました。

　受賞作品は、広く県民の皆様に御覧いただけるよう、置賜総合支庁本庁舎及び西置賜地域振興

局ロビー、イオン米沢店、マックスバリュ南陽店で展示したほか、山形ビックウイングで開催さ

れた「やまがた環境展2017」に出展し、多くの方々にご覧いただきました。

　優秀な作品については、ポケットティッシュや不法投棄防止用看板・のぼり旗の図柄・標語と

して使用し、各市町に配布するとともに置賜総合支庁環境課において、広く不法投棄防止の普及

啓発に活用する予定です。

　受賞作品については、下記のホームページにて公開しておりますので、是非御覧ください。ま

た、ポスター部門の最優秀作品が本誌裏表紙にカラーで掲載されておりますので、こちらも是非

御覧ください。

（https://www.pref.yamagata.jp/kurashi/kankyo/kyoiku/7325022H28_poster_result.html）

啓 発 支 援 事 業

廃棄物適正処理・３Ｒの普及啓発ポスター及び川柳コンクールを開催しました！廃棄物置賜総合支庁
環境課

受賞作品展示（イオン米沢店）作成したポケットティッシュ

川柳部門　小学生の部　最優秀作品

リサイクル　しっかり分けよう　種類ごと
川柳部門　中学生の部　最優秀作品

ゴミがない　住みよい町に　笑顔あり
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村    山    支    部村    山    支    部

支 部 だ よ り

事 業 名 視察研修

日　　時 平成29年９月14日（木）～ 15日（金）

場　　所 北海道・北広島市

参加人数 14名

内　　容

施設見学

　・(株)新生ゴム　　北海道北広島市大曲工業団地

　　廃タイヤリサイクル施設

　・環境開発工業(株)　北海道北広島市北の里　

　　産業廃棄物の中間処理・リサイクル施設

コメント

　村山支部はここ数年、（公社）全国産業廃棄物連合会主催による「産業廃棄物

と環境を考える全国大会」に参加をしてまいりましたが、今回は施設見学の研

修を実施することで札幌近郊の２施設の視察研修を行いました。

　(株)新生ゴム様では本社とリサイクル工場の二ヶ所を視察し破砕した廃タイヤ

を再生タイヤの原料や成形加工をほどこし、ゴムマット製品（階段マットや北

海道らしい牛床マット、馬マット等）を製造しており、様々な用途にリサイク

ル製品として利用されてました。

　次の環境開発工業(株)様では、渡辺営業部長様より熱い事業概要の説明をお聞

きし、廃油再生油、廃オイルエレメントリサイクル、ＯＡ機器、リサイクル、

消火器リサイクルと様々な施設の見学してまいりました。千歳空港から30分と

近い施設のため見学に訪れる企業、団体が多数お越しになられるようでした。

　循環型社会の形成に貢献する施設を視察し、更なる研鑽を図れた研修となり

ました。
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村    山    支    部村    山    支    部

事 業 名 やまがた環境展2017

日　　時 平成29年10月28日（土） ～ 29日（日）

場　　所 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング）

参加人数 30名（村山支部協力者13名）

コメント

　地球温暖化対策や自然との共生、3R（廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用）

に関する学び・啓発の場を提供することで、参加者一人ひとりが自らのライフ

スタイルを見直す契機とするとともに再生可能エネルギー等に関する理解を深

め、循環型社会及び低炭素社会の形成に向けた取組みを推進することを目的と

して、今年も「やまがた環境展2017」が山形国際交流プラザで開催されました。

　今年度は、例年通り10月の開催となり、28日（土）7,749人、29日（日）9,734人、

二日間で合計17,483人と多くの方にご来場していただきました。

　今年の産廃協会ブースは、例年バルーンアートやポップコーン、綿あめに多

くの方が並ばれるということで、混雑を避けるため並び方の配置を変更し実施

しました。そのおかげか「環境クイズ」では443枚と前年度より多くの人に参加

してもらい、ポップコーンも綿あめもあまり並ぶことなく提供できました。

　産廃協会でも一番の目玉企画である「リサイクル自転車抽選会」は今年度も

各市町村の行政組合様より23台もの自転車を提供していただき、応募者も515人
と多くの方の参加があり大盛況でした。

　今年度も皆様の協力のおかげで来場者も多く「やまがた環境展2017」も盛会

のうちに終了することができました。また、ご協力いただいた皆様には深く感

謝申し上げるとともに、今後とも変わらぬご協力を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。
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村    山    支    部村    山    支    部

事 業 名 研修会

日　　時 平成29年11月16日（木）PM 13：30～ PM 15：00　

場　　所 ヒルズサンピア山形　「月山」

参加人数 45名

内　　容

講　師　山形労働局労働基準部健康安全課

　　　　地方産業安全専門官　山本　信孝　氏

テーマ　産業廃棄物処理業における労働災害防止について

　　　　「労働安全衛生法の基礎知識」

　　　　・法律とは具現化したリスクである

コメント

　最近の労働災害の事例を紹介していただき、作業現場での見落とされがちな

注意点を具体的にお話いただきました。

　企業にとっても、労働者にとっても非常に怖い労災であることを巧みな口調

でお話いただき、参加者一同「労災ゼロ」をあらためて心がけたしだいです。

　業界でも労災防止を重視している今年であり、タイムリーな研修テーマであ

りました。
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成29年９月26日（火）　午後１時20分

場　　所 山形県最上総合支庁　203会議室

参加人数 10名

内　　容 不法投棄防止の“のぼり旗”寄贈

コメント

　新庄最上地区不法投棄防止対策協議会に“のぼり旗”47本（ポール付）を寄

贈致しました。

　９月下旬の行政懇談会時に総合支庁の会議室において、総合支庁環境課長へ

当支部長よりのぼり旗を手渡し、贈呈式といたしました。

※最上支部の事業の一環として、適正処理の啓発活動を行っております。支部

の開設時より支部の会員のみならず、一般住民の方々にも不法投棄についてご

理解いただける取組ができるのではとのぼり旗を作成したのをきっかけに、毎

年試行錯誤しながら誰でも目で見て解って頂けるものを作成しております。

　昨年までの３年間はプラスチック製の看板を作成し、管内８市町村の環境課

などに配布を行っておりましたが、昨年の行政懇談会において、新庄最上地

区不法投棄防止対策協議会でも不法投棄防止に関するものを設置していると伺

い、当支部よりのぼり旗の寄贈を行い、協議会の皆様方のお力を得て設置をし

ていただきました。

　春と秋に行っております不法投棄のパトロールにおいても以前より不法投棄

の箇所も減っているようです。この取組が減少に繋がっているのかは不明です

がこれからも益々美しい最上地域になるよう継続していければと思います
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時 平成29年10月２日（月）～ 18日（水）午後１時30分～４時頃まで

場　　所
最上地区８市町村

新庄市・金山町・真室川町・舟形町・最上町・戸沢村・大蔵村・鮭川村

参加人数 47名（内/最上支部8名）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催　

平成29年度　秋季不法投棄合同パトロール

コメント

　10月は不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間ですので、この秋も８市町村

の不法投棄の確認を行うためパトロールに協力を致しました。

　10月２日（月）から18日（水）までの８日間を関係機関とともに巡回を行い、

当支部からはマルミツ産業（株）・（株）マルコウ環境の２社（計８名）より参

加協力を致しました。10月現在で不法投棄の確認個所は22箇所となっており、

新規箇所はありませんでした。

　最上支部と致しましても、現在確認個所の原状回復作業の依頼があれば、支

部会員または支部関連会社と連携協力を行っていく方針です。

　また、今年度、不法投棄防止の啓発のお役に立てればと、“のぼり旗”をポー

ルとセットで47本新庄最上地区不法投棄防止対策協議会に寄贈いたしました。

引続き、最上地域の不法投棄防止活動を継続していきたいと思います。
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 研修会

日　　時 平成29年10月23日（月）　午後３時30分～４時45分

場　　所 新庄玉姫殿

参加人数 34名（県会員・行政産業廃棄物担当者・関連事業者等）

内　　容
『違反事例に学ぶ廃棄物処理法』について

BUN環境課題研修事務所　主宰　長岡　文明　氏

コメント

　今年度は、全国的にも産業廃棄物の不法投棄等に係る問題が多く目にとまる
ことから廃棄物処理法のスペシャリストでもある長岡文明先生に講演をして頂
きました。
　講演内容は幾つか違反事例を、以下の流れで進めていただきました。
◎実際に起きた事例の紹介
◎この事例の誰のどんな行動が、まずかったのか？
◎次にその行為が産業廃棄物法のどういう規程に抵触したか？
◎その違反の罰則はどんなものか？
◎そして、可能性のある行政処分はいかがなものか？
　最初の事例が最上地域の一般人のスーパーの駐車場に家庭のゴミを不法投棄
したことで始まり、身近な問題であることに衝撃をうけました。この場合は書
類送検となりましたが、当支部の会員は、産業廃棄物の“許可”があっての業
務が成立となり、万が一、違法行為を行えば廃棄物処理法により罰せられるこ
とになります。事業の停止処分であっても違法は違法ですし、悪質なものとな
れば、行政処分（取消し）と刑事罰となります。どのような仕事においても法
令順守は徹底していかなければなりません。しかし、後を絶たないこの状況に
は全て、人間の気持ちのゆがみが原因のようです。様々な事例より、ではどの
ようなことをしていたら防げたんだろう？と、いうことで産業廃棄物に限らず、
いろんな分野に共通することが…
１・気づく力、発見する力
２・発言する力、提言する力
３・是正する力、修正する力
上記の３点がカギのようです。
　資料をともにした長岡先生の講演会は聞きやすく、解りやすい、またちょっ
とユニークなトークに堅苦しい内容なのに面白く学べる講演会でした。
※研修会終了後は、長岡先生にも参加頂き、会場全体終始和やかな懇談会でし
た。当日は台風21号の影響で長岡先生が乗るはずの山形新幹線が運休！のハ
プニングもありましたが、自家用車で無事到着。天候不順の中、長岡先生は
じめ、講演会に足を運んで下さいました皆様に感謝申し上げます。ありがと
うございました。
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事 業 名 労働安全講習会

日　　時 平成29年10月12日（木）14：30～ 16：00

場　　所 ワトワセンター　南陽市宮内4526－１

参加人数 44名

内　　容

（１）重機・パッカー車等の労働安全上の留意点について

     　 講師　株式会社モリタエコノス　

　　　　　　仙台支社営業課　水野　堅太　様

　　　講師　コマツ自動車株式会社

　　　　　　米沢支店サービス営業課　係長　風間　武雄　様

コメント

　パッカー車の操作の安全確認を再確認すると共に再度初心に戻り車両の安全

性を確認する事がでました。

　重機取扱と労働安全法等の講義を受けて、法に基づいた点検及び作業状況の

確認を最重要事項必要性と痛感しました。

置    賜    支    部置    賜    支    部
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事 業 名 視察研修

日　　時 平成29年11月８日（水）～ 11月９日（木）

場　　所
いすゞ自動車　藤沢工場

神奈川県藤沢市土棚8

参加人数 10名

コメント

　車両本体生産工場内の見学において、特殊車両本体の安全性、耐久性等の製

造過程確認を説明を受けました。

　車両本体対する環境対策性確認及びアフターサービス分野の活動等の具体的

な目標の設定は、産業廃棄物業界の目標すべき類似点が多々ありました。

　適正処理及び適正収集運搬の遂行が企業発展および社会貢献の遂行できる要

因となることを改めて感じる事がでました。

置    賜    支    部置    賜    支    部
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 視察研修

日　　時 平成29年11月８日（木）～９日（金）

場　　所 福島県郡山市　ビッグパレットふくしま　

参加人数 庄内支部　14名

内　　容

・第６回ふくしま

　再生可能エネルギー産業フェア　2017
　イベント視察

コメント

　東日本大震災以降、イベントの主催でもある福島県では原発の問題もあり、

原子力に依存しない再生可能エネルギーの推進の取り組みを復興の大きな柱に

位置づけていることもあり、海外を含め192企業・団体の出展によるイベントで

した。

　福島新エネ社会構想の三本柱として、１．再生可能エネルギーの導入拡大　

２．水素社会実現のモデル構築　３．スマートコミュニティの構築をメインテー

マに各出展者の最新技術・製品の展示や商談会、研究機関による最新動向を紹

介するセミナーも開催されていました。視察参加者は、それぞれに興味のある

ブースへ立ち寄り説明を受け資料の収集、実演デモ等を熱心に見て、聞いてい

る姿を所々で見受けられました。

　同じ東北地方の福島県の取り組みを目の当たりにして、参加者一同に益々循

環型社会への取り組みの糧となる視察研修となりました。
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今年度も村山総合支庁環境課との行政懇談会を開催いたしました。

【村山支部】

　　　　　　日　時　　平成29年９月20日（水）

　　　　　　場　所　　村山総合支庁201会議室

　　　　　　出席者　　環境課　会田廃棄物対策主幹　他４名

　　　　　　　　　　　支　部　小林支部長　他９名

　　　　　　内　容　　⑴　不法投棄防止対策について

　　　　　　　　　　　⑵　水銀廃棄物関係の適正な管理について

　　　　　　　　　　　⑶　PCB廃棄物対策について

　　　　　　　　　　　⑷　村山支部からの意見及び要望等について

　　　　　　　　　　　⑸　その他

　

村山総合支庁環境課との行政懇談会の開催について村山総合支庁環境課との行政懇談会の開催について
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今年度も最上総合支庁環境課との行政懇談会を開催いたしました。

【最上支部】

　　　　　　日　時　　平成29年９月26日（火）

　　　　　　場　所　　最上総合支庁203会議室

　　　　　　出席者　　環境課　佐藤課長　他３名

　　　　　　　　　　　支　部　斎藤支部長　他５名

　　　　　　内　容　　⑴　昨今の廃棄物業界の動向について

　　　　　　　　　　　⑵　その他

　

最上総合支庁環境課との行政懇談会の開催について最上総合支庁環境課との行政懇談会の開催について
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今年度も置賜総合支庁環境課との行政懇談会を開催いたしました。

【置賜支部】

　　　　　　日　時　　平成29年９月７日（木）

　　　　　　場　所　　置賜総合支庁504会議室

　　　　　　出席者　　環境課　青木環境課長　他１名

　　　　　　　　　　　支　部　山﨑支部長　他10名

　　　　　　内　容　　⑴　行政からの伝達、報告事項

　　　　　　　　　　　　　・廃棄物処理の動向

　　　　　　　　　　　　　・優良産廃処理業者認定

　　　　　　　　　　　　　・不法投棄対策

　　　　　　　　　　　　　・置賜総合支庁「出前講座」

　　　　　　　　　　　⑵　質疑応答

　　　　　　　　　　　　　・廃棄物処理に関する問題点等

　

置賜総合支庁環境課との行政懇談会の開催について置賜総合支庁環境課との行政懇談会の開催について
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やまがた環境展2017が開催されました

青 年 部 会 だ よ り

　今年も10月28、29日の両日、山形国際交流プラザにおいて「やまがた環境展2017」が開催

されました。2日間の来場者数は17,000人を超える入場者があり、環境に対する県民の皆様

の関心度が高いことが伺えました。

　環境クイズブースへの集客の一環で行っている青年部会によるポップコーン及び綿あめの

無料提供では、青年部会から2日間で14名の方々にご協力を頂き、ポップコーン（2,050袋）、

綿あめ（1,380袋）の無料提供を行いました。今年は、前年度の反省点を活かし、通路の確

保や無料提供所までの途中にパネルによる収集運搬車両、処理施設及びリサイクル製品の展

示により、車両や処理施設及びリサイクルへの質問・疑問点が多く寄せられ、環境への関心

の高さを感じました。

　また、来場者様の関心が非常に高いリサイクル自転車抽選会でも、各地区の広域行政事務

組合様から自転車をご提供頂き、23台の自転車を集める事が出来ました。担当・会場までの

運搬をして頂きました企業様には大変感謝申し上げます。皆様のご協力のもと、2日間で515

名の応募者があり、毎年応募して下さる方も多くいらっしゃいます。

　来年も多くの方に環境への興味を持って頂けるよう、微力ながら協力をしていきたいと思

います。また、多くの物が世に溢れている現在、一つの物を大切に、思い込めて扱うことの

大切さを教えていくことも我々の使命だと改めて感じたことを結びの言葉とさせて頂きま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有限会社　厚生社　遠藤　一生）
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視察研修について

　平成29年11月21～ 22日の日程において、青年部会の視察研修が行われました。今回は、

福岡県は北九州市の北九州エコタウンへ訪問してまいりました。

　北九州市といえば、官営八幡製鉄所で有名な北九州工業地帯が思い出されるかと思いま

す。戦前戦後に渡って日本経済の屋台骨を支えた、重厚長大産業の町というイメージが強い

のではないでしょうか。その反面で、発展と同時に公害と戦い続けてきた街としても知られ

ています。七色の排煙や濁り切った洞海湾が再生したという、官民一体となった公害克服へ

の取り組みは、国際的にも非常に高く評価されています。

　この公害克服へ大きな役割を果たしたのが、今回見学した北

九州エコタウンです。北九州学術研究都市による基礎研究と実

証研究、エコタウンにおけるビジネス化という産官学一体となっ

た３ステップのフォロー体制で、これまで27例もの事業化に成

功しています。

　私達青年部会では今回、その中で自動車解体リサイクル事業の西日本オートリサイクル株

式会社様と、空き缶リサイクル事業の株式会社北九州空き缶リサイクルステーション様の施

設を見学させていただきました。

　西日本オートリサイクル株式会社様では、30～ 40台/日の廃

車が搬入され、その99％の部品がリサイクルされていました。

ライン作業の各段階において、全ての部品がくまなく取り外さ

れ、最終的に小さな鉄の塊に圧縮される光景は非常に見応えが

ありました。

　株式会社北九州空き缶リサイクルステーション様では、混在

した缶ごみからスチール缶とアルミ缶磁力選別してからプレス

し、蒸し焼きにすることによりリサイクルしやすいペレットを

製造していました。　

　それぞれ分別中間処理された製品は、リサイクル団地内もし

くは近隣にある工場へ搬入して、有効利用されるスキームになっていました。工業団地内の

企業同士による協業体制や、円滑なコミュニケーションをうかがい知ることができ、私達も

大いに学ぶべき協業体制の好事例であると思いました。

　最後に今回の視察研修にご協力いただきました、西日本オートリサイクル株式会社様と、

株式会社北九州空き缶リサイクルステーション様、アレンジいただきました北九州エコタウ

ンセンター様には心より感謝申し上げます。

（株式会社 丹野  丹野　一史）

北九州エコタウンセンター

西日本オートリサイクル（株）

（株）北九州空き缶リサイクルステーション
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事 務 局 だ よ り
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協会ホームページ（会員専用）掲載情報（9月～12月）協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日

弾道ミサイル落下時の行動等に係る広報の充実等について（通知） 通知等 12月26日

廃棄物処理法施行令等改正に伴うホームページ内会員情報の追加
について

各種様式等 12月25日

冬の省エネ県民運動「冬の省エネ川柳・標語コンテスト」の実施
及びチラシの配布について

通知等 12月21日

収集運搬業者向け電子マニフェストリーフレットについて 通知等 12月21日

てき丸君News-第45号（2017.12.12） 全産廃連広報 12月12日

電子マニフェストシステムのデータセンターの移設に伴う一時中
断の取扱いについて

通知等 12月11日

墜落・転落災害防止対策強化キャンペーンの実施について 通知等 12月４日

冬季の省エネルギーの取組について 通知等 12月４日

平成29年度「冬の省エネ県民運動」の実施について 通知等 12月４日

社会保険制度及び労働保険制度への協力依頼について 通知等 11月28日

てき丸君News-第44号（2017.11.10） 全産廃連広報 11月15日

太陽光発電設備の廃棄処分等に関する実態調査の結果に基づく勧
告について

通知等 11月13日

平成29年度「冬の労災をなくそう運動」の実施について 通知等 11月13日

てき丸君News-第43号（2017.10.10） 全産廃連広報 10月11日

職場における死亡災害撲滅に向けた緊急要請について 通知等 10月３日

長時間労働削減をはじめとする「働き方改革」に向けた取組に関
する要請について

通知等 10月２日

平成29年度「過重労働解消のためのセミナー」の広報依頼につい
て

研修会等 ９月15日

「CSRに関するセミナー」の御案内について 研修会等 ９月15日

てき丸君News-第42号（2017.９.12） 全産廃連広報 ９月13日

山形県最低賃金の改正に伴う周知・広報依頼及び中小企業・小規
模事業者支援の周知について

通知等 ９月12日

労働災害防止計画を３年間推進するための労働安全衛生標語（ス
ローガン）の募集

通知等 ９月11日

弾道ミサイル落下時の行動について 通知等 ９月11日

山形県リサイクル製品認定制度に係る認定製品の募集について 通知等 ９月４日

山形県リサイクルシステム認証制度に係る募集について 通知等 ９月１日

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業許可申請の手引き等
の改訂について（通知）

通知等 ９月１日
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　あっという間に１年が過ぎて、正月を迎えるのが年々早く感じます。

　人には「年齢速度」があるそうです。

　年齢を車の時速に例えて、10歳なら時速10km/ｈ、30歳なら時速30km/ｈ、50歳であれば時

速50km/ｈで走行しているように感じます。

　歳を重ねると時間が早く感じ、正月が終わったと思えばもう１月も中旬、今月もあと何日し

かないという気持ちになります。

　私は今年56歳となりますが、かなり早いスピードで走っています。

　本当に時間が経つのが早いです。

　たまには、時速20km/ｈくらいで過ごせる時間を持ちたいと思います。

　平成30年は、平穏な日々過ごせる事、又、景気上昇が期待できる年であることを期待しつつ、

皆様のますますのご活躍をお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員　丹治　正彦

編集後記

産廃やまがた 70号
平成30年１月15日発行

編集：「産廃やまがた」編集委員会

発行：一般社団法人山形県産業廃棄物協会

〒990－0041

山形市緑町一丁目９－30　緑町会館６Ｆ

TEL 023－624－5560　FAX  023－624－5360

編集協力・印刷：コロニー印刷（山形福祉工場）

仲　野　健　児

岡　崎　信　広

蛇　子　幸　治

斎　藤　　　健

西　原　政　範

丹　治　正　彦

仲野衛生管工（株）

（有）岡崎清掃社

（株）こすもす清掃

（株）マルコウ環境

（有）中央清掃

東北環境開発（株）

編集委員長

編 集 委 員

◆ 産廃やまがた編集委員 ◆



六十里越街道雪祭り
月山志津温泉「雪旅籠の灯り」

「雪旅籠の灯り」とは・・・
　毎年２月下旬から３月上旬に、月山志津温泉街で開催されるイベントで、
今年度で13回目を迎えます。
　月山志津地区は400年以上前から三山業者の宿場町であり、冬場には６ｍ
にも及ぶ雪という資源を利用して、この地域でしかできないオンリーワンの
イベントを開催したいという想いから、雪で旅籠の街並みを再現することに
なりました。
　一軒の旅籠作りから始まり、現在では趣のある旅籠が立ち並ぶ当時の宿場
町を、期間限定で楽しんでいただけるようになりました。

　　　　　　　　　　　　　３月　２日（金）～　４日（日）【６日間】

会場：月山志津温泉街（西川町志津地区）

　日没とともに、次第に存在感を増していく雪旅
籠。ろうそくの柔らかな灯りと趣のある町並み
が、志津温泉に幻想的な雰囲気を作り出します。
　手作り感を大事にしつつ、それぞれ工夫を凝ら
した雪の旅籠と、その内外で行われる様々なイベ
ントをお楽しみいただけます。
　会場や雪旅籠のデザインは地元住民だけでな
く、町と関係のある大学の学生が手作業で製作
し、リピーターのお客様からも毎年楽しんでいた
だいております。

　雪と氷にＬＥＤを使い、幻想的な空間と雰囲気
を体験できる「アイスバー」では、ホットワイン
やアイスワインをご用意しております。
　そのほかの旅籠では、町内の伝統工芸品を活用
した装飾や、月山周辺の成り立ち、現況を学ぶこ
とのできるパネルを見学することができます。
　町内の特産品を販売している旅籠やブースもあ
り、「食」といったポイントでもお楽しみいただ
けるイベントです。

　雪旅籠の灯りが開催される期間限定で「雪旅籠
御膳」をお召し上がりいただけます。（要予約）
　また、温泉宿泊施設が９軒あり、日帰り入浴も
可能です。
　本イベントの取り組みは多方面から評価されて
おり、これまで下記の賞をいただきました。
・第13回 全国ふるさとイベント大賞
・第２回 地域づくりのやまがた景観賞
・平成24年度 やまがたゆきみらい大賞

≪今年度の開催≫　

　　　　　日時：平成３０年２月２３日（金）～２５日（日）、

月山朝日観光協会イメージキャラクター 
「ガッさん」 
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ポスター部門　小学生の部
長井市立長井小学校６年　早川美沙希さん

ポスター部門　中学生の部
米沢市立南原中学校３年　金藤万波さん

最優秀賞

平成29年度廃棄物適正処理・３Ｒの
普及啓発ポスター及び川柳コンクール

主催：置賜総合支庁環境課
共催：一般社団法人山形県産業廃棄物協会、置賜地区不法投棄防止対策協議会


